平成２９年第２回　魚津市教育委員会会議録
１　開催日時及び場所

平成２９年２月２１日（火）午後４時

第一分庁舎２階会議室
２　出席者
教育長　　畠　山　敏　一
１　番　　大　野　聡　一
２　番　　島　津　　　豊
３　番　　宮　本　玲　子
４　番　　細　川　　　祝
３　出席職員
	次長兼教育総務課長
	殿　村　伸　二
	学校教育課長
	宝　田　　　哲

	生涯学習・スポーツ課長
	宮　崎　　　悟
	地域協働課長
	吉　崎　　　敏

	こども課長
	中　山　明　夫
	学校給食センター所長
	武　田　菜穂子

	図　　書　　館　　長
	高　山　茂　樹　
	水族博物館長
	稲　村　　　修

	埋没林博物館長
	江　田　直　樹
	総　　務　　係　　長
	米　澤　祐　治

	学校教育係長
	田　村　理　子
	生涯学習・文化係長
	藤　田　晶　子

	スポーツ係長
	木　下　英　暖
	市民交流係長
	柿　澤　晃　文

	総務係主査
	明　石　主　計
	
	


４　傍聴人　　１名
５　会議の要旨

午後４時、畠山教育長が開会を宣する。

(1)　前回会議録の承認
全員異議なく承認した。
(2)　議案

議案第２号　魚津市立小中学校における教育の情報化推進に関する規程の制定について
　米澤総務係長から説明し、全員異議なく承認した。

議案第３号　魚津市立小中学校教育用コンピュータ管理運用規程の一部改正について

　米澤総務係長から説明し、全員異議なく承認した。

議案第４号　平成２９年度魚津市教育委員会重点施策について

殿村次長ほか各課等の長から説明し、全員異議なく承認した。

(3） 報告事項
1 平成２８年度３月補正予算について

2 新たなプールの設置（建議）について

3 魚津市公民館条例の一部改正について

4 よつば小学校校章の募集について

5 小中学校卒業式及び入学式の出席予定について
6 年度替わり行事日程等について
7 魚津埋没林博物館事業について

(4)　議事
【魚津市立小中学校における教育の情報化推進に関する規程の制定について】

大野委員

　　　　学校における、ＣＩＯ補佐やＩＣＴ推進教員の負担が大きいのではないか。また、今後タブレット機器を導入するにあたって一人の先生に負担がかからないようにしなければならない。

殿村次長

　　　　今回の規程については、魚津市全体の推進計画の役割を明確にするものであります。新たにタブレット機器を導入するのに合わせて、各学校にＩＣＴ支援員を配置する予定です。ＩＣＴ支援員と教育センター、各学校で連携をとりながら各種研修を行ったり、授業のサポートをしていきたいと考えています。

【魚津市立小中学校教育用コンピュータ管理運用規程の一部改正について】
大野委員

　　　　タブレット機器の運用について、教室以外での使用も想定していますか。

　　殿村次長

　　　　体育の授業において、体育館等で動画の撮影したり、理科の授業で屋外の植物を撮影したり様々な形で使用が可能と考えています。

細川委員

　　　　ＩＣＴ機器を持ち出しする場合、書類が煩雑だと先生方の負担になるので、手続きについても考慮してほしい。

　　米澤総務係長

　　　　教育用コンピュータ（ノートパソコン等）については、これまでどおり学校ＣＩＯ（学校長）に承認申請（様式第２号）を提出する形ですが、持ち出し頻度の高いタブレット端末については、持出記録簿（様式第２号の２）により管理する形で煩雑にならないように考慮したいと考えています。

【平成２９年度魚津市教育委員会重点施策について】
大野委員

　　　　ユネスコ無形文化遺産登録については「魚津のタテモン行事」とカタカナ標記であり、文化財保存事業では「たてもん」とひらがな標記であるが、標記の統一は必要ないか。

宮崎生涯学習・スポーツ課長

　　　　ユネスコ登録については、文化庁の方針でひらがな標記は使わず、カタカナ標記で統一されている。市民の皆さんは「たてもん」というひらがな標記に親しみとこだわりがあることから、可能な限りひらがな標記を使っていきたい。ただ、ユネスコ登録については「魚津のタテモン行事」として認定されていることからこちらについては、カタカナ標記となることをご了解願いたい。

　　大野委員

　　　　これは要望ですが、オリンピック事前合宿について、既存スポーツ施設や宿泊施設等も十分であると思うので誘致に取り組んでほしい。また、小学校教育の中で知・特・体のうち、体力不足を感じるので体力強化にも取り組んでほしい。
島津委員

　　　　学校を取り巻く環境が著しく変化し、教職員にかかる負担も増えている。校務支援システムの導入に向けて、国や県教委との情報交換や情報収集に努めて、協議を進めてほしい。

宮本委員

　　　　教職員の年齢バランスがいびつになっている。若い先生方の学級運営等について中堅教職員からの指導や研修が必要ではないでしょうか。

宝田学校教育課長

　　　　県教委総合教育センターや市教委独自の研修も行いながら、若い先生方の能力向上にも取り組んでいきたい。

　【その他】
大野委員

　　　新たなプール設置について、ＰＦＩ等の民間活力の導入も検討されているのか。

宮崎生涯学習・スポーツ課長

　　　行政としての公共施設のあり方、運営等も検討しながら進めていきたい。

午後５時２０分、議事が終了したので教育長が閉会を宣した。
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